
(57)【要約】

【課題】消費電力を更に削減する。

【解決手段】自発光素子２ａを画素として構成された表

示手段２と、所定時間以上変化しない前記画素に対して

、当該画素の輝度を低減させる制御手段と、を備えるよ

うにする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 発 光 素 子 を 画 素 と し て 構 成 さ れ た 表 示 手 段 と 、
　 所 定 時 間 以 上 変 化 し な い 前 記 画 素 に 対 し て 、 当 該 画 素 の 輝 度 を 低 減 さ せ る 制 御 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 同 一 タ イ ミ ン グ で 輝 度 を 低 減 さ せ る 複 数 の 前 記 画 素 を 領 域 と し て 判 定
し 、 前 記 領 域 内 の 前 記 画 素 の 輝 度 を 復 帰 す る 場 合 、 前 記 領 域 の 全 て の 画 素 の 輝 度 を 復 帰 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 輝 度 を 低 減 さ せ た 前 記 画 素 が 所 定 時 間 以 上 変 化 し な い 場 合 に 、 前 記 画
素 の 輝 度 を 更 に 低 減 さ せ る よ う に 制 御 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 自 発 光 素 子 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載
の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 発 光 素 子 を 画 素 と す る 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 有 機 Ｅ Ｌ （ electro-luminescence） 素 子 を 画 素 と し た 表 示 装 置 す な わ ち 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ が 開 発 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と 比 較 し て
、 視 野 角 が 広 い 、 薄 型 に で き る 等 の 利 点 が あ る が 、 多 く の 電 力 を 消 費 す る と い う 欠 点 が あ
る 。 こ の た め 、 携 帯 端 末 装 置 に 適 用 し た 場 合 に は バ ッ テ リ の 消 耗 が 速 く な り 駆 動 時 間 が 短
く な る と い う 問 題 が 起 こ る の で 、 消 費 電 力 を 削 減 す る 技 術 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 表 示 装 置 の 消 費 電 力 を 削 減 す る 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２
に 開 示 さ れ て い る も の が あ る 。
　 こ れ ら の 技 術 は 、 い ず れ も 、 あ る 条 件 下 に お い て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の バ ッ ク ラ イ ト の 輝
度 を 低 減 し 、 こ れ に よ り 消 費 電 力 を 削 減 す る も の で あ る 。 あ る 条 件 と は 、 特 許 文 献 １ で は
、 カ ラ ー バ ー 等 の 特 定 静 止 画 が 表 示 さ れ て い る と き で あ り 、 特 許 文 献 ２ で は 、 Ｃ Ｍ 等 が 表
示 さ れ て い る と き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ の 技 術 は 、 ユ ー ザ の 入 力 操 作 が な い 状 態 が 所 定 時 間 続 い た と き に 、 表
示 装 置 の 表 示 部 を 構 成 す る 画 素 の 輝 度 を 低 減 さ せ る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ １ １ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ １ ０ ７ ０ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ８ ６ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 特 許 文 献 １ 又 は ２ に 開 示 さ れ て い る 技 術 を 用 い 、 こ れ
に よ り 消 費 電 力 の 削 減 を 図 る と す る と 、 特 定 静 止 画 及 び Ｃ Ｍ の よ う な 特 定 画 像 以 外 の 画 像
が 表 示 さ れ て い る と き に は 、 消 費 電 力 の 削 減 を 行 う こ と が で き な い 。 特 定 画 像 表 示 時 で な
く て も 、 輝 度 を 低 減 さ せ て 支 障 の な い と き 及 び 部 分 は 存 在 す る の で 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ の
技 術 で は 、 消 費 電 力 の 削 減 が 十 分 に 行 わ れ て い る と は 言 え な い 。 そ し て 、 こ の こ と は 、 有
機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 限 ら ず 、 そ の 他 の 自 発 光 素 子 を 画 素 と す る 表 示 装 置 に つ い て も 言 え
る こ と で あ り 、 し た が っ て 、 そ れ ら の 表 示 装 置 に は 、 消 費 電 力 を 削 減 す る 余 地 が 残 さ れ て
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い る 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る よ う な 技 術 で は 、 ユ ー ザ の 入 力 操 作 が 継 続 し て 行 わ
れ て い る 間 は 、 消 費 電 力 の 削 減 を 行 う こ と が で き な い の で 、 消 費 電 力 の 削 減 が 十 分 に 行 わ
れ て い る と は 言 え ず 、 消 費 電 力 を 削 減 す る 余 地 が 残 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 消 費 電 力 を 更 に 削 減 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 本 発 明 の 表 示 装 置 に 係 る 第 １ の 手 段 と し て 、
自 発 光 素 子 を 画 素 と し て 構 成 さ れ た 表 示 手 段 と 、 所 定 時 間 以 上 変 化 し な い 前 記 画 素 に 対 し
て 、 当 該 画 素 の 輝 度 を 低 減 さ せ る 制 御 手 段 と 、 を 備 え る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 表 示 装 置 に 係 る 第 ２ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 制 御
手 段 は 、 同 一 タ イ ミ ン グ で 輝 度 を 低 減 さ せ る 複 数 の 前 記 画 素 を 領 域 と し て 判 定 し 、 前 記 領
域 内 の 前 記 画 素 の 輝 度 を 復 帰 す る 場 合 、 前 記 領 域 の 全 て の 画 素 の 輝 度 を 復 帰 さ せ る よ う に
し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 表 示 装 置 に 係 る 第 ３ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ 又 は ２ の 手 段 に お い て 、 前
記 制 御 手 段 は 、 輝 度 を 低 減 さ せ た 前 記 画 素 が 所 定 時 間 以 上 変 化 し な い 場 合 に 、 前 記 画 素 の
輝 度 を 更 に 低 減 さ せ る よ う に 制 御 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に 係 る 第 ４ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ ～ ３ の 何 れ か の 手 段 に お い て 、 前
記 自 発 光 素 子 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 所 定 時 間 以 上 変 化 の な い 部 分 を ユ ー ザ が 注 目 し て い な い 部 分 と 想 定 し
、 そ の 部 分 の 輝 度 を 低 減 さ せ る た め 、 ユ ー ザ に 違 和 感 や 不 都 合 を 与 え る こ と な し に 、 消 費
電 力 を 更 に 削 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お
け る 表 示 装 置 １ の 構 成 を ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 表 示 装 置 １ は 、 表 示 部 ２ （ 表 示 手 段 ） 、 画 素
駆 動 部 ３ 、 記 憶 部 ４ 及 び 制 御 部 ５ （ 制 御 手 段 ） を 備 え て い る 。 表 示 部 ２ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 等 の
自 発 光 素 子 ２ ａ が Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 に 所 定 個 数 （ ｍ 個 及 び ｎ 個 ） 配 列 さ れ た も の で あ る 。
こ の よ う な 表 示 部 ２ に お け る 各 自 発 光 素 子 ２ ａ は 、 画 像 表 示 に お け る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） に
対 応 す る 。 画 素 駆 動 部 ３ は 、 各 自 発 光 素 子 ２ ａ を 駆 動 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 記 憶 部 ４ は 、 制 御 部 ５ が 実 行 す る 制 御 プ ロ グ ラ ム や 当 該 制 御 プ ロ グ ラ ム の 実 行 に 必 要 な
各 種 デ ー タ 、 及 び 制 御 部 ５ が 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 際 の 演 算 結 果 を 記 憶 す る も の で あ
る 。 本 表 示 装 置 １ の 特 徴 と し て 、 記 憶 部 ４ は 、 上 記 演 算 結 果 の 一 つ と し て 各 自 発 光 素 子 ２
ａ （ つ ま り 各 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） ） に 割 り 当 て ら れ た カ ウ ン タ 値 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 制 御 部 ５ は 、 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ た 各 種 画 像 を 上 記 制 御 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 処 理 す る
こ と に よ り 、 各 種 画 像 を 表 示 部 ２ に 表 示 さ せ る も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 制 御 部 ５ は
、 各 種 画 像 に 基 づ い て 、 各 自 発 光 素 子 ２ ａ に 対 応 す る と 共 に 各 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 輝 度 を
指 定 す る 操 作 量 を 生 成 し て 、 画 素 駆 動 部 ３ に 出 力 す る 。 ま た 、 制 御 部 ５ は 、 制 御 プ ロ グ ラ
ム に 基 づ く 特 徴 的 な 制 御 処 理 と し て 、 上 記 カ ウ ン タ 値 の 算 出 処 理 と 当 該 カ ウ ン タ 値 に 基 づ
く 省 電 力 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 図 ２ は 、 表 示 部 ２ の 自 発 光 素 子 ２ ａ で 構 成 さ れ た 各 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） を 所 定 の 条 件 で グ
ル ー プ 化 し て 形 成 す る 領 域 Ｒ の 一 例 を 示 す 表 示 部 ２ の 正 面 図 で あ る 。 制 御 部 ５ は 、 後 述 す
る 図 ３ ～ 図 ６ に 示 す 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 操 作 量 が 所 定 期 間 変 化 し な か っ た 画 素 Ｇ （ ｘ
， ｙ ） が 隣 り 合 っ て 存 在 す る 場 合 に 、 こ れ ら の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） を 図 ２ に 示 す よ う に 領 域
Ｒ と し て ま と め て 、 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ せ 、 更 に 、 こ の 領 域 Ｒ に 含 ま れ る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ）
の 個 数 が 規 定 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 領 域 Ｒ は 輝 度 制 御 領 域 Ｋ に 属 す る と し 、 領 域 Ｒ に 含 ま
れ る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 輝 度 を 低 減 さ せ る 処 理 を 行 う 。 ま た 、 制 御 部 ５ は 、 輝 度 制 御 領 域
Ｋ に 属 す る 領 域 Ｒ 内 に あ っ て 輝 度 が 低 減 さ れ て い る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 操 作 量 に 変 化 が あ
っ た 場 合 に 、 そ の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が 含 ま れ る 領 域 Ｒ 内 全 て の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 輝 度 を
復 帰 さ せ る 処 理 を 行 う 。
　 更 に 、 制 御 部 ５ は 、 輝 度 を 低 減 さ せ る 制 御 を 輝 度 Ｌ ０ 及 び Ｌ １ の ２ 段 階 で 行 う 。 こ こ で
、 輝 度 制 御 し な い と き の 通 常 の 輝 度 を １ と し 、 発 光 さ せ な い と き の 輝 度 を ０ と す る と 、 ０
≦ Ｌ ０ ＜ Ｌ １ ＜ １ で あ る 。 輝 度 Ｌ ０ と す る 領 域 は 輝 度 制 御 領 域 Ｋ ０ 、 輝 度 Ｌ １ と す る 領 域
は 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ ～ 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ た 制 御 プ ロ グ ラ ム に 基 づ く 制 御
部 ５ の 処 理 手 順 に 沿 っ て 、 表 示 装 置 １ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 省 電 力 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 制 御 部 ５ は 、 こ の 処 理 を 所 定
間 隔 で 繰 り 返 し 行 っ て い る 。 こ の 処 理 で 用 い る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ
） は 、 全 画 素 に つ い て 設 定 さ れ 、 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 全 て の カ ウ ン タ 値 Ｃ
（ ｘ ， ｙ ） は 、 当 初 は 、 初 期 値 Ｃ ０ に 初 期 化 さ れ て い る 。
　 Ｓ ３ ０ １ ～ Ｓ ３ ０ ４ は 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） の 更 新 を 全 画 素 に つ い て 行 う ス テ ッ プ
で あ る 。 即 ち 、 制 御 部 ５ は 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が ０ よ り 大 き け れ ば 、 カ ウ ン タ 値 を
デ ク リ メ ン ト す る （ Ｓ ３ ０ ２ ） 。 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が 既 に ０ に な っ て い る 場 合 に は
、 何 も 行 わ な い 。 そ し て 、 次 の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） に 移 り （ Ｓ ３ ０ ３ ） 、 同 様 の 処 理 を 行 う
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｓ ３ ０ ５ ～ Ｓ ３ ０ ９ は 、 Ｓ ３ ０ １ ～ Ｓ ３ ０ ４ で 更 新 さ れ た カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） に 応
じ て 、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 輝 度 を 低 減 さ せ る ス テ ッ プ で あ る 。 輝 度 の 低 減 は 、 カ ウ ン タ 値
Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が 初 期 値 Ｃ ０ よ り 小 さ い 所 定 の 定 数 Ｃ １ の と き と ０ の と き と に 行 う 。
　 ま ず 、 制 御 部 ５ は 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が ０ に 等 し い か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ３ ０ ６ ）
、 ０ に 等 し く な け れ ば 、 何 も 行 わ ず 次 の ス テ ッ プ へ 移 る （ Ｓ ３ ０ ６ の Ｎ ｏ ） 。 続 い て 、 カ
ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が 定 数 Ｃ １ に 等 し い か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ３ ０ ７ ） 、 定 数 Ｃ １ に 等 し
く な け れ ば 、 何 も 行 わ ず 次 の ス テ ッ プ へ 移 る （ Ｓ ３ ０ ７ の Ｎ ｏ ） 。 そ し て 、 次 の 画 素 Ｇ （
ｘ ， ｙ ） に 移 り （ Ｓ ３ ０ ８ ） 、 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｓ ３ ０ ６ で 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が ０ に 等 し か っ た 場 合 に は （ Ｓ ３ ０ ６ の Ｙ ｅ ｓ ）
、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が 輝 度 Ｌ ０ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ ０ 内 に あ る か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ３ １ ０ ）
、 輝 度 Ｌ ０ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ ０ 内 に な い 場 合 に は （ Ｓ ３ １ ０ の Ｎ ｏ ） 、 輝 度 Ｌ ０ の 輝 度 制
御 処 理 を 行 う （ Ｓ ３ １ １ ） 。 輝 度 Ｌ ０ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ ０ 内 に あ っ た 場 合 に は （ Ｓ ３ １ ０
の Ｙ ｅ ｓ ） 、 Ｓ ３ ０ ８ へ 移 る 。
　 同 様 に 、 Ｓ ３ ０ ７ で 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が 定 数 Ｃ １ に 等 し か っ た 場 合 に は （ Ｓ ３
０ ７ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が 輝 度 Ｌ １ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ 内 に あ る か 否 か を 判 断
し （ Ｓ ３ １ ２ ） 、 輝 度 Ｌ １ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ 内 に な い 場 合 に は （ Ｓ ３ １ ２ の Ｎ ｏ ） 、 輝
度 Ｌ １ の 輝 度 制 御 処 理 を 行 う （ Ｓ ３ １ ３ ） 。 輝 度 Ｌ １ の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ 内 に あ っ た 場 合
に は （ Ｓ ３ １ ２ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 Ｓ ３ ０ ８ へ 移 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 Ｓ ３ １ １ 及 び Ｓ ３ １ ３ の 輝 度 制 御 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま
ず 、 制 御 部 ５ は 、 領 域 判 定 処 理 を 行 い （ Ｓ ４ ０ １ ） 、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 周 辺 の 画 素 Ｇ （
ｘ ’ ， ｙ ’ ） で 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） と カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ） が 同 じ も の を 探
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し て 、 そ れ ら の 画 素 を 領 域 Ｒ と い う 集 合 に ま と め 、 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ せ る 。
　 次 に 、 制 御 部 ５ は 、 領 域 Ｒ に 含 ま れ る 画 素 の 個 数 が 規 定 値 以 上 で あ る か 否 か を 判 断 し （
Ｓ ４ ０ ２ ） 、 規 定 値 以 上 で な け れ ば （ Ｓ ４ ０ ２ の Ｎ ｏ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。 規 定 値 以 上 で
あ っ た 場 合 に は （ Ｓ ４ ０ ２ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 輝 度 制 御 領 域 Ｋ と い う 集 合 に 領 域 Ｒ を 加 え て （ Ｓ
４ ０ ３ ） 、 領 域 Ｒ に 含 ま れ る 画 素 の 輝 度 を 低 減 さ せ る （ Ｓ ４ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 Ｓ ４ ０ １ の 領 域 判 定 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 制 御 部 ５
は 、 領 域 Ｒ に 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） を 追 加 す る （ Ｓ ５ ０ １ ） 。 続 く Ｓ ５ ０ ２ ～ Ｓ ５ ０ ７ は 、 画
素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 上 下 左 右 に 位 置 す る 画 素 に つ い て 行 う ス テ ッ プ で あ る 。 処 理 は 、 時 計 回
り に 、 左 、 上 、 右 、 下 の 順 で 行 う 。 制 御 部 ５ は 、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 上 、 下 、 左 又 は 右 の
画 素 Ｇ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ） の カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ） が 、 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の カ ウ ン タ 値
Ｃ （ ｘ ， ｙ ） に 等 し い か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ５ ０ ３ ） 、 等 し く な け れ ば （ Ｓ ５ ０ ３ の Ｎ ｏ ）
、 処 理 を 終 了 す る 。 等 し か っ た 場 合 に は （ Ｓ ５ ０ ３ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 ５ は 、 座 標 （ ｘ ’
， ｙ ’ ） が 、 座 標 （ ｘ ， ｙ ） の 輝 度 Ｌ 以 下 の 輝 度 制 御 領 域 Ｋ に 含 ま れ て い る か 否 か を 判 断
し （ Ｓ ５ ０ ４ ） 、 含 ま れ て い れ ば （ Ｓ ５ ０ ４ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。 含 ま れ て い な
か っ た 場 合 に は （ Ｓ ５ ０ ４ の Ｎ ｏ ） 、 制 御 部 ５ は 、 画 素 Ｇ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ） が 、 既 に 領 域 Ｒ
に 含 ま れ て い る か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ５ ０ ５ ） 、 含 ま れ て い れ ば （ Ｓ ５ ０ ５ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 処
理 を 終 了 す る 。 含 ま れ て い な か っ た 場 合 に は （ Ｓ ５ ０ ５ の Ｎ ｏ ） 、 制 御 部 ５ は 、 画 素 Ｇ （
ｘ ’ ， ｙ ’ ） の パ ラ メ ー タ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ， Ｒ ） に つ い て 、 こ の 領 域 判 定 処 理 を 再 帰 的 に 実
行 す る （ Ｓ ５ ０ ６ ） 。 画 素 Ｇ （ ｘ ’ ， ｙ ’ ） は 、 領 域 判 定 処 理 が 再 帰 実 行 さ れ た と き の Ｓ
５ ０ １ で 、 領 域 Ｒ に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 処 理 を 繰 り 返 す と 、 図 ２ に お い て 、 斜 線 で 示 し た 部 分 の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の
カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） が Ｃ １ （ 又 は ０ ） で あ る と き 、 各 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） に 付 記 し た 番
号 の 順 （ 最 初 に 領 域 Ｒ に 加 え ら れ る 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の 番 号 を １ と し た ） に 処 理 が 行 わ れ
、 斜 線 で 示 し た 部 分 の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が ま と め ら れ て 、 領 域 Ｒ と さ れ る 。
　 よ り 詳 細 に 説 明 す れ ば 、 画 素 Ｇ （ ２ ， １ ） が 領 域 Ｒ に 追 加 さ れ る と （ Ｓ ５ ０ １ ） 、 ま ず
、 こ の 画 素 Ｇ （ ２ ， １ ） の 左 側 に 位 置 す る 画 素 Ｇ （ １ ， １ ） に つ い て 処 理 を 行 い 、 続 い て
、 画 素 Ｇ （ ２ ， ０ ） に つ い て 処 理 を 行 い 、 次 に 、 画 素 Ｇ （ ３ ， １ ） に つ い て 処 理 を 行 う 。
こ の 画 素 Ｇ （ ３ ， １ ） は 、 カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ３ ， １ ） が 始 め の 画 素 Ｇ （ ２ ， １ ） の カ ウ ン タ
値 Ｃ （ ２ ， １ ） と 同 じ く Ｃ １ で あ っ て （ Ｓ ５ ０ ３ ） 、 こ の 時 点 で は 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ に 含
ま れ て お ら ず （ Ｓ ５ ０ ４ の Ｎ ｏ ） 、 領 域 Ｒ に も 含 ま れ て い な い の で （ Ｓ ５ ０ ５ の Ｎ ｏ ） 、
こ の 画 素 Ｇ （ ３ ， １ ） に つ い て 領 域 判 定 処 理 が 再 帰 実 行 さ れ て （ Ｓ ５ ０ ６ ） 、 こ の 画 素 Ｇ
（ ３ ， １ ） は 、 再 帰 実 行 時 の Ｓ ５ ０ １ で 領 域 Ｒ に 追 加 さ れ る 。
　 同 様 に 、 他 の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） に つ い て も 処 理 が 再 帰 実 行 さ れ 、 最 終 的 に 、 図 ２ に お い
て 斜 線 で 示 し た 部 分 の 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） 全 体 が 領 域 Ｒ に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 描 画 命 令 発 生 時 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 制 御 部 ５ は 、 描 画
命 令 の あ っ た 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） の カ ウ ン タ 値 Ｃ （ ｘ ， ｙ ） に 初 期 値 Ｃ ０ を 代 入 し 、 初 期 化
す る （ Ｓ ６ ０ １ ） 。 続 く Ｓ ６ ０ ２ ～ Ｓ ６ ０ ５ は 、 輝 度 制 御 領 域 Ｋ 内 に 含 ま れ る 領 域 Ｒ ｉ に
つ い て 行 う ス テ ッ プ で あ る 。 制 御 部 ５ は 、 描 画 命 令 の あ っ た 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が 領 域 Ｒ ｉ

に 含 ま れ て い る か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ６ ０ ３ ） 、 含 ま れ て い な け れ ば （ Ｓ ６ ０ ３ の Ｎ ｏ ） 、
次 の 領 域 Ｒ ｉ に つ い て 処 理 を 行 う （ Ｓ ６ ０ ４ ） 。 含 ま れ て い た 場 合 に は （ Ｓ ６ ０ ３ の Ｙ ｅ
ｓ ） 、 制 御 部 ５ は 、 領 域 Ｒ ｉ を 輝 度 制 御 領 域 Ｋ か ら 削 除 し （ Ｓ ６ ０ ６ ） 、 領 域 Ｒ ｉ に 含 ま
れ る 全 画 素 の 輝 度 を 復 帰 さ せ （ Ｓ ６ ０ ７ ） 、 領 域 Ｒ ｉ に 含 ま れ る 全 画 素 の カ ウ ン タ 値 Ｃ （
ｘ ， ｙ ） に 初 期 値 Ｃ ０ を 代 入 し 、 初 期 化 し （ Ｓ ６ ０ ８ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。 描 画 命 令 の あ
っ た 画 素 Ｇ （ ｘ ， ｙ ） が 、 輝 度 制 御 領 域 Ｋ 内 に 含 ま れ る 全 領 域 Ｒ ｉ の 何 れ に も 属 し て い な
か っ た 場 合 に は （ Ｓ ６ ０ ５ ） 、 制 御 部 ５ は 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 及 び 処 理 手 順 に よ る 輝 度 制 御 の 例 を 表 示 部 ２ の 表 示 状 態 を 示 し て 説 明 す
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る 。 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 一 連 の 輝 度 制 御 の 例 （ ａ ） ～ （ ｈ ） を 示 す 表 示 部 ２ の 正 面 図 で あ る
。 （ ａ ） か ら （ ｂ ） ま で 、 （ ｂ ） か ら （ ｃ ） ま で 及 び （ ｃ ） か ら （ ｄ ） ま で の 時 間 は 、 何
れ も ５ 秒 、 （ ｄ ） か ら （ ｅ ） ま で の 時 間 は １ ０ 秒 、 （ ｅ ） か ら （ ｆ ） ま で 、 （ ｆ ） か ら （
ｇ ） ま で 、 （ ｇ ） か ら （ ｈ ） ま で の 時 間 は 何 れ も ５ 秒 で あ る 。
　 例 え ば 初 期 値 Ｃ ０ ＝ ３ ０ （ 秒 ） 、 定 数 Ｃ １ ＝ ２ ０ （ 秒 ） と し 、 省 電 力 処 理 を 毎 秒 実 行 す
る と 、 １ ０ 秒 間 変 化 の な い 画 素 が 規 定 値 以 上 の 個 数 隣 り 合 っ て 存 在 す る 場 合 に そ れ ら の 画
素 の 輝 度 が Ｌ １ に 低 減 さ れ 、 そ の ま ま 更 に ２ ０ 秒 経 過 す る と 、 そ れ ら の 画 素 の 輝 度 は 更 に
Ｌ ０ に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 表 示 部 ２ は 、 表 示 す る 内 容 に よ っ て ３ 分 割 さ れ 、 状 態 表 示
領 域 ７ １ と 、 コ ン テ ン ツ 領 域 ７ ２ と 、 メ ニ ュ ー バ ー ７ ３ と を 有 し て い る 。 状 態 表 示 領 域 ７
１ に は 、 バ ッ テ リ 残 量 表 示 ７ ４ と 、 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ と 、 時 計 ７ ６ と が 含 ま れ て い る 。
コ ン テ ン ツ 領 域 ７ ２ は 、 こ の 例 で は 、 ゲ ー ム 画 面 等 の 動 画 が 表 示 さ れ る 領 域 で あ っ て 、 常
時 描 画 が 行 わ れ て い る も の と す る 。 即 ち 、 こ の 領 域 の 画 素 に は 常 時 変 化 が あ る 。 メ ニ ュ ー
バ ー ７ ３ は 、 コ ン テ ン ツ 領 域 ７ ２ に 表 示 中 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 操 作 す る ボ タ ン が 表 示 さ
れ る 領 域 で あ っ て 、 こ の 例 で は 、 コ ン テ ン ツ 領 域 ７ ２ に 表 示 し て い る ゲ ー ム 画 面 を 終 了 さ
せ る 終 了 ボ タ ン ７ ７ と 、 各 種 機 能 を 表 示 さ せ る 機 能 ボ タ ン ７ ８ と 、 画 面 に 表 示 さ れ る 選 択
肢 を 選 択 し 決 定 す る の に 用 い る 決 定 ボ タ ン ７ ９ と が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。 こ の
と き 、 受 信 レ ベ ル が 下 が っ て 、 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ が 描 画 し な お さ れ て い る 。 （ ｃ ） は 、
（ ｂ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。 こ の と き 、 コ
ン テ ン ツ 領 域 ７ ２ 及 び 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ 以 外 の 領 域 は 、 描 画 し な お す こ と な く １ ０ 秒 経
過 し た の で 、 状 態 表 示 領 域 ７ １ の 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ 以 外 の 部 分 を 構 成 す る 画 素 が 領 域 Ｒ

１ と し て ま と め ら れ て 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ に 含 め ら れ 、 メ ニ ュ ー バ ー ７ ３ を 構 成 す る 画 素 が
領 域 Ｒ ２ と し て ま と め ら れ て 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ に 含 め ら れ 、 領 域 Ｒ １ と 領 域 Ｒ ２ と の 画 素
の 輝 度 が 、 １ か ら Ｌ １ に 一 段 階 下 げ ら れ る 。 つ ま り 、 同 一 タ イ ミ ン グ で 動 作 す る （ 輝 度 を
下 げ る ） 周 辺 の 画 素 は 、 領 域 と し て 判 定 さ れ 、 下 記 に 述 べ る よ う に 、 復 帰 す る と き は 領 域
と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ｄ ） は 、 （ ｃ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。
こ の と き 、 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ は 、 描 画 し な お す こ と な く １ ０ 秒 経 過 し た の で 、 受 信 レ ベ
ル 表 示 ７ ５ を 構 成 す る 画 素 が 領 域 Ｒ ３ と し て ま と め ら れ 、 領 域 Ｒ ３ の 画 素 の 輝 度 が 、 １ （
デ フ ォ ル ト の 輝 度 ） か ら Ｌ １ に 一 段 階 下 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ｅ ） は 、 （ ｄ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に １ ０ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る
。 こ の と き 、 時 計 ７ ６ に 表 示 す る 時 間 が 変 わ り 、 時 計 ７ ６ の 描 画 が 行 わ れ た 。 す る と 、 領
域 Ｒ ２ に 含 ま れ る 画 素 に 変 化 が あ っ た の で 、 領 域 Ｒ ２ が 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ か ら 削 除 さ れ て
、 状 態 表 示 領 域 ７ １ の 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ 以 外 の 部 分 の 画 素 の 輝 度 が 復 帰 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ｆ ） は 、 （ ｅ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。
こ の と き 、 バ ッ テ リ 残 量 及 び 受 信 レ ベ ル が 下 が り 、 バ ッ テ リ 残 量 表 示 ７ ４ 及 び 受 信 レ ベ ル
表 示 ７ ５ が 描 画 し な お さ れ て い る 。 ま た 、 メ ニ ュ ー バ ー ７ ３ は 、 描 画 し な お す こ と な く ３
０ 秒 経 過 し た の で 、 メ ニ ュ ー バ ー ７ ３ を 構 成 す る 画 素 が ま と め ら れ た 領 域 Ｒ ２ は 、 輝 度 制
御 領 域 Ｋ ０ に 含 め ら れ 、 領 域 Ｒ ２ の 画 素 の 輝 度 が 、 Ｌ １ か ら Ｌ ０ に 、 も う 一 段 階 下 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ｇ ） は 、 （ ｆ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。
こ の と き 、 状 態 表 示 領 域 ７ １ の バ ッ テ リ 残 量 表 示 ７ ４ 及 び 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ 以 外 の 部 分
は 、 描 画 し な お す こ と な く １ ０ 秒 経 過 し た の で 、 こ の 部 分 が 領 域 Ｒ ４ と し て ま と め ら れ て
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輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ に 含 め ら れ 、 領 域 Ｒ ４ の 画 素 の 輝 度 が 、 １ か ら Ｌ １ に 一 段 階 下 げ ら れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ｈ ） は 、 （ ｇ ） に 表 示 さ れ て い る 状 態 か ら 更 に ５ 秒 経 過 し た 表 示 部 ２ を 示 し て い る 。 こ
の と き 、 バ ッ テ リ 残 量 表 示 ７ ４ 及 び 受 信 レ ベ ル 表 示 ７ ５ は 、 描 画 し な お す こ と な く １ ０ 秒
経 過 し た の で 、 こ の 部 分 が 領 域 Ｒ ５ と し て ま と め ら れ て 輝 度 制 御 領 域 Ｋ １ に 含 め ら れ 、 領
域 Ｒ ５ の 画 素 の 輝 度 が 、 １ か ら Ｌ １ に 一 段 階 下 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 輝 度 を Ｌ １ 及 び Ｌ ２ の ２ 段 階 で 低 減 す る よ う に 制 御 し て い る が
、 実 施 に あ た っ て は 、 １ 段 階 で も よ い し 、 ３ 段 階 以 上 で も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 表 示 装 置 は 、 バ ッ テ リ 駆 動 の 携 帯 端 末 装 置 に 適 用 す る と 有 効 で あ る
。 な お 、 携 帯 端 末 装 置 と は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 器 、 Ｐ Ｄ Ａ ， 携 帯 テ レ ビ 、 ノ ー ト 型 Ｐ Ｃ 等
の バ ッ テ リ 駆 動 の 装 置 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 表 示 部 の 各 画 素 を 所 定 の 条 件 で グ ル ー プ 化 し て 形 成
す る 領 域 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 省 電 力 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 輝 度 制 御 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 領 域 判 定 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 描 画 命 令 発 生 時 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 一 連 の 輝 度 制 御 の 例 を 示 す 表 示 面 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 一 連 の 輝 度 制 御 の 例 を 図 ７ に 続 い て 示 す 表 示 面 の 正
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ … 表 示 装 置 、 　 ２ … 表 示 部 （ 表 示 手 段 ） 、 　 ２ ａ … 自 発 光 素 子 、 　 ３ … 画 素 駆 動 部 、
　 ４ … 記 憶 部 、 　 ５ … 制 御 部 （ 制 御 手 段 ） 、 　 ７ １ … 状 態 表 示 領 域 、 　 ７ ２ … コ ン テ ン ツ
領 域 、 　 ７ ３ … メ ニ ュ ー バ ー 、 　 ７ ４ … バ ッ テ リ 残 量 表 示 、 　 ７ ５ … 受 信 レ ベ ル 表 示 、 　
７ ６ … 時 計 、 　 ７ ７ … 終 了 ボ タ ン 、 　 ７ ８ … 機 能 ボ タ ン 、 　 ７ ９ … 決 定 ボ タ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2007-148103 A 2007.6.14



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(9) JP 2007-148103 A 2007.6.14



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(10) JP 2007-148103 A 2007.6.14



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2007148103A 公开(公告)日 2007-06-14

申请号 JP2005343844 申请日 2005-11-29

[标]申请(专利权)人(译) 京瓷株式会社

申请(专利权)人(译) 京瓷株式会社

[标]发明人 後藤亮

发明人 後藤 亮

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50

CPC分类号 G06F1/3218

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/30.H G09G3/20.641.P G09G3/20.612.U G09G3/20.621.A G09G3/20.611.A 
H05B33/14.A G09G3/3208

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC14 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD26 5C080
/EE28 5C080/EE29 5C080/FF09 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ07 5C380/AA01 5C380/AC07 
5C380/AC08 5C380/AC11 5C380/AC12 5C380/BA01 5C380/CE02 5C380/CF01 5C380/CF56 5C380
/DA24 5C380/DA25 5C380/DA34 5C380/DA41 5C380/DA43 5C380/DA53 5C380/DA57 5C380/FA07 
5C380/FA21 5C380/FA23

代理人(译) 正和青山

其他公开文献 JP4777054B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过降低在规定时间段内未改变的部分的亮度来进一步
降低功耗，而不会给用户带来不适感或不便。解决方案：显示装置具有
显示装置2和控制装置，在显示装置2中自发光元件2a构成像素，控制装
置用于降低在规定时间内未改变的像素的亮度。自发光元件是有机EL元
件。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e5d07f59-5d9a-4c49-bada-7d7a476ddb97
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038209563/publication/JP2007148103A?q=JP2007148103A

